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（2）令和２年４月16日 議 会 だ よ り

須藤議長 ４選、
副議長は塩澤氏
議会構成決まる
総務産業建設常任委員会
委員長  石井 清勝 氏

文教厚生常任委員会
委員長  飯島 三郎 氏

◇各組合議会議員

《石川地方生活環境
施設組合議会議員》

《須賀川地方広域
消防組合議会議員》

《公立岩瀬病院
企業団議会議員》

《広報編集特別委員会》

委 員 長　　大和田　　　宏
副委員長　　飯　島　三　郎
委　　員　　小　林　徳　清
委　　員　　石　井　清　勝
委　　員　　小　針　竹千代

委 員 長　　小　針　竹千代
副委員長　　林　　　芳　子
委　　員　　塩　澤　重　男
委　　員　　大和田　　　宏
委　　員　　須　藤　安　昭

《議会運営委員会》
委 員 長　　石　井　清　勝
副委員長　　林　　　芳　子
委　　員　　西　川　良　英
委　　員　　渡　邊　一　雄
委　　員　　小　針　竹千代
委　　員　　須　藤　安　昭

小針竹千代

西川良英 大和田　宏

林　芳子 須藤安昭

《総務産業建設常任委員会》
委 員 長　　飯　島　三　郎
副委員長　　大和田　　　宏
委　　員　　須　藤　利　夫
委　　員　　塩　澤　重　男
委　　員　　三　瓶　　　力
委　　員　　小　林　徳　清

《文教厚生常任委員会》

　令和２年第１回臨時会は、４月２日午前10時から本会議場で開かれました。
　なお、詳しい議会構成は次のとおりです。



（3） 令和２年４月16日議 会 だ よ り

療
保
険
料
で
10
万
円
を
減
額

し
た
。

　

歳
出
は
、
総
務
費
を
10
万

円
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
10
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
５
７
４
７
万
６

千
円
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
は
、
国
庫
補
助
金
を

４
０
５
７
万
８
千
円
減
額

し
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
５

４
１
２
万
９
千
円
増
額
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
予
算

総
額
に
変
更
は
な
い
。

令
和
元
年
度
上
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

収
益
的
支
出
で
配
水
及
び

給
水
費
を
２
万
６
千
円
増
額

し
、
支
払
利
息
及
び
企
業
債

取
扱
諸
費
を
２
万
６
千
円
減

額
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

玉
川
村
監
査
委
員

の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
の
監
査
委

員
に
石
井
清
勝
さ
ん

を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
し
た
。

監
査
委
員
の

選
任
に
同
意石井 清勝 氏

令
和
元
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
で
８
億
１
１
９
３

万
３
千
円
を
増
額
し
、
財
政

調
整
積
立
金
等
に
係
る
繰
入

金
で
３
億
１
７
８
６
万
１
千

円
、
学
校
教
育
施
設
等
整
備

事
業
債
等
に
係
る
村
債
で
２

億
８
７
６
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
減
額
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
地

域
活
性
化
基
金
費
等
に
係
る

諸
支
出
金
で
２
億
５
１
４
万

８
千
円
を
増
額
し
、
公
共
土

玉
川
村
議
会 

令
和
２
年

　
　
第
一
回
臨
時
会

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
主
に
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
と
各
委

員
会
委
員
な
ど
を
選
任
す
る
議
会
構
成
の
ほ
か
に
、
専
決
処
分
の

報
告
と
承
認（
６
件
）、人
事
案
件（
１
件
）が
審
議
さ
れ
全
て
承
認
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

木
施
設
災
害
復
旧
事
業
及
び

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

に
係
る
災
害
復
旧
費
で
１
億

９
２
８
３
万
円
を
減
額
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
０
２
４
万
２
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
59
億

９
１
５
３
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
繰

入
金
で
２
４
９
万
１
千
円
を

減
額
し
た
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
を

５
２
４
３
万
円
減
額
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
２
４
３
万
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
７
億
２

５
２
６
万
２
千
円
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国

庫
支
出
金
を
１
２
５
７
万
６

千
円
減
額
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保

険
給
付
費
を
１
５
８
０
万
円

減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
、
１
８
８
０
万
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
６
億

２
４
３
３
万
１
千
円
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
は
、
後
期
高
齢
者
医

　

な
お
、
収
益
的
収
入
及
び

支
出
の
予
算
総
額
に
変
更
は

な
い
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
で
企

業
債
償
還
金
を
１
億
４
８
６

４
万
１
千
円
減
額
し
、
総
額

を
３
億
２
６
８
７
万
４
千
円

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
事
案
件



辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計

画
　
旧
四
辻
分
校
を
改
修

し
、
観
光
交
流
施
設
を

整
備
す
る
計
画
が
制
定

さ
れ
る
。

小
林
議
員

　

運
営
主
体
は
決
定
し
た

か
。

総
務
課
長

　

運
営
主
体
は
新
年
度
に
決

　

玉
川
村
議
会
３
月
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
長
の
令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
で
は
、
第
６
次
玉
川
村
振
興
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
、
必
要
な
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
専
決
予
算
、
補
正
予
算
、
新
年
度

予
算
な
ど
の
議
案
19
件
、
人
事
案
件
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

あらまし

め
て
い
く
。

小
林
議
員

　
誘
客
を
見
込
ん
だ
費
用
対

効
果
は
望
め
る
の
か
。

総
務
課
長

　

交
流
人
口
、
関
係
人
口
を

増
や
し
て
い
く
中
で
、
将
来

移
住
し
て
く
れ
る
人
を
期
待

す
る
。

小
林
議
員

　
観
光
誘
客
は
ど
の
位
見
込

ま
れ
る
か
。

村
長

　

地
方
創
生
事
業
は
実
施
し

て
み
て
初
め
て
数
字
に
表
れ

る
。最
初
か
ら
費
用
対
効
果
、

観
光
振
興
が
要
求
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

塩
澤
議
員

　
将
来
、
使
わ
れ
な
く
な
る

恐
れ
は
な
い
か
。

村
長　
　

　

国
が
掲
げ
る
地
方
振
興
の

部
分
で
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

石
井
議
員

　
建
物
は
何
年
度
に
完
成
す

る
の
か
。

総
務
課
長　

　

令
和
２
年
度
中
の
建
築
工

［
質　
疑
］

令和元年度
一般会計補正
予算等を可決

事
の
完
了
を
予
定
し
て
い

る
。　

渡
邊
議
員

　
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
地
元
に
は
ど
の
よ
う
な
説

明
を
し
て
き
た
の
か
。

総
務
課
長　

　

平
成
30
年
度
か
ら
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
意
見
交

換
を
し
て
い
る
。基
本
設
計
、

実
施
設
計
の
中
身
も
ご
理
解

を
得
な
が
ら
ご
協
力
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て

い
る
。

（4）令和２年４月16日 議 会 だ よ り

リノベーション後の旧四辻分校（イメージ）



（5） 令和２年４月16日議 会 だ よ り

れ
た
農
家
が
対
象
。
水
没
し

た
ハ
ウ
ス
の
再
建
、
修
繕
、

ボ
イ
ラ
ー
等
の
付
帯
設
備
の

再
設
置
、
水
没
し
た
機
械
の

購
入
に
係
る
補
助
。

小
林
議
員

問　
消
火
栓
設
置
工
事
は

ど
こ
か
。

住
民
課
長　

答　
北
須
釜
字
三
蔵
地
内
、

川
辺
字
宮
ノ
前
の
八
幡
神
社

前
、岩
法
寺
字
中
ノ
町
地
内
、

南
須
釜
字
蟹
沢
地
内
の
４
ケ

所
。

大
和
田
議
員　

問　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
は
台
風
19
号
以
降
の
入
金

な
の
か
。
返
礼
品
は
何
を

使
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

答　
補
正
後
合
計
４
６
０

０
万
円
の
う
ち
、
１
４
０
０

万
円
が
台
風
19
号
災
害
寄
附

金
で
あ
る
。
返
礼
品
は
米
、

野
菜
、
桃
。
災
害
寄
附
金
は

返
礼
品
な
し
で
あ
る
。

　
台
風
19
号
に
よ
る
被

害
の
復
旧
に
係
る
予

算
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
６
０
４
６
万
６

千
円
を
増
額
し
、
予
算

の
総
額
を
56
億
６
１
１

０
万
３
千
円
と
す
る
も

の
。

田
子
議
員　

問　
強
い
農
業
・
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援
事
業
補
助

金
は
台
風
被
災
農
家
が
対
象

か
。
ど
の
よ
う
な
事
業
を
指

し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

答　
台
風
19
号
で
被
災
さ

［
質　
疑
］

［
質　
疑
］

専
決
処
分（
令
和
元
年
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
））

令
和
元
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

議
案
審
議

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
８
０
１
９
万
円
を

増
額
し
、
予
算
の
総
額

を
59
億
４
１
２
９
万
３

千
円
と
す
る
も
の
。

小
林
議
員　

問　
建
物
災
害
共
済
金
の

内
容
は
何
か
。

地
域
整
備
課
長　

答　
台
風
19
号
で
被
災
し

た
湛た

ん

水す
い

防
除
施
設
に
係
る
共

済
金
を
予
定
し
て
い
る
。

　

＊
湛
水
防
除
と
は
…
湛
水

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

小
林
議
員

問　
災
害
廃
棄
物
処
理
委

託
料
。
業
者
は
ど
こ
か
。
処

理
事
業
終
了
の
見
通
し
は
い

倒壊したハウス（中）

修繕された消火栓（南須釜字蟹沢地内）



（6）令和２年４月16日 議 会 だ よ り

復
旧
費
は
、
台
風
19
号
の
影

響
で
の
復
旧
工
事
関
係
で
あ

る
か
。

総
務
課
長

答　
台
風
19
号
の
被
災
に

係
る
も
の
で
あ
る
。

大
和
田
議
員

問　
補
助
災
害
、
単
独
災

害
に
つ
い
て
、
四
辻
新
田
の

小
林
議
員

問　
建
物
災
害
共
済
金
の

内
容
は
。

地
域
整
備
課
長

答　
集
落
排
水
事
業
施
設

で
加
盟
し
て
い
る
全
国
自
治

協
会
の
災
害
等
の
共
済
金
。

今
年
度
電
気
機
械
設
備
費
の

半
分
近
く
、
共
済
金
と
し
て

支
払
わ
れ
た
。

令
和
元
年
度

玉
川
村
農
業

集
落
排
水
事

業
特
別
会
計

補
正
予
算

（
第
４
号
）

改修工事予定の玉川中学校

最
初
の
田
ん
ぼ
、
あ
の
地
区

で
一
番
被
害
が
大
き
い
水
田

で
あ
る
。現
在
も
そ
の
ま
ま
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

地
域
整
備
課
長　

答　
工
期
が
厳
し
い
た
め

繰
越
し
を
計
上
し
て
い
る
。

当
該
水
田
に
つ
い
て
は
、
農

業
用
施
設
等
補
助
災
害
復
旧

事
業
で
対
応
す
る
予
定
で
査

定
を
受
け
て
い
る
。

大
和
田
議
員　

問　
簡
易
的
で
も
よ
い
の

で
、
３
月
末
ま
で
に
も
対
応

を
お
願
い
し
た
い
が
、
考
え

を
伺
う
。

地
域
整
備
課
長　
　

答　
業
者
と
調
整
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

塩
澤
議
員　

問　
法
人
税
が
減
額
し
て

あ
る
が
、
原
因
は
。

つ
か
。

住
民
課
長

答　
委
託
先
は
、
ご
み
処

分
に
係
る
も
の
は
福
島
県
産

業
資
源
循
環
協
会
。
ご
み
の

収
集
運
搬
、
仮
置
き
場
の
整

備
等
は
地
元
の
業
者
。
分
別

受
付
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
。

　

計
画
で
は
令
和
２
年
内
に

処
理
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

小
林
議
員

問　
中
学
校
大
規
模
改
修

工
事
の
内
容
は
。

教
育
課
長

答　
①
校
舎
体
育
館
の
外

壁
内
壁
の
塗
装
、
②
普
通
教

室
等
の
ク
ロ
ス
の
張
替
え

及
び
内
壁
の
塗
装
、
③
和
式

ト
イ
レ
を
洋
式
に
改
修
、
職

員
室
前
に
多
目
的
ト
イ
レ
の

新
設
、
④
玄
関
部
分
の
ピ
ロ

テ
ィ
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
防
水

工
事
、
⑤
玄
関
ピ
ロ
テ
ィ
部

分
に
ス
ロ
ー
プ
の
新
設
で
あ

る
。

大
和
田
議
員

問　
繰
越
明
許
費
の
災
害

大きな被害を受けた四辻地内の水田

税
務
課
長　

答　
売
上
高
や
景
気
に
よ

る
も
の
で
な
く
、
過
年
度
分

の
企
業
会
計
に
か
か
る
も
の

が
影
響
し
当
初
見
込
ん
だ
金

額
よ
り
も
下
回
っ
た
た
め
２

２
０
９
万
円
の
減
額
と
な
っ

た
。
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小
林
議
員

問　
へ
き
地
児
童
生
徒
援

助
費
等
補
助
金
の
内
容
は
。

教
育
課
長　

答　

玉
川
中
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
係
る
補

助
金
で
あ
る
。

　
小
林
議
員

問　
倉
庫
設
置
工
事
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

総
務
課
長

答　
主
に
選
挙
関
係
備
品

を
収
納
し
た
い
。

小
林
議
員

問　
玉
川
村
民
体
育
館
解

体
工
事
に
係
る
解
体
後
の
跡

地
利
用
は
。

総
務
課
長

答　
老
朽
化
が
著
し
い
の

で
、解
体
し
て
更
地
に
す
る
。

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
。

［
質　
疑
］

一般会計44億8800万円
令和２年度　予算可決

塩
澤
議
員

問　
地
方
創
生
推
進
事
業

委
託
料
の
中
身
と
委
託
先
に

つ
い
て
。

総
務
課
長

答　
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
、
観
光
拠
点
運
営
団

体
支
援
事
業
、
拠
点
販
売

促
進
支
援
事
業
、
地
域
商
材

販
売
支
援
事
業
の
４
つ
。
委

託
先
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
精
通
し
た
業
者
に
委
託
す

る
。米

の
全
量
検
査
の

方
向
性
は
？

塩
澤
議
員

問　
検
査
搬
入
手
数
料
、

検
査
業
務
委
託
料
。
県
で
は

抽
出
検
査
と
な
っ
て
い
る

が
、
玉
川
村
は
ど
の
よ
う
な

予
算
組
を
し
た
の
か
。

解体される村民体育館

米の放射性物質検査の様子

５つの
主要な
事業

１　皆で支えあう福祉の村づくり　９億７，１９９万円
　・こども医療費助成事業（３，６０６万円）
　・健康フェスティバル事業（４５６万円）

２　環境にやさしい安全・便利な村づくり　12億１２９１万円
　　・社会資本整備総合交付金事業（２億３００万円）
３　活力ある村づくり７億５８１６万円
　　・森林再生事業（１億２３５０千円）
４　人を育む村づくり　２億９０４４万円
　　・文化講演会事業（８９７万円）
５　交流と協働の村づくり２億２４９４万円
　　・コミュニティ助成事業（４５０万円）

歳入の部歳出の部
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う
な
時
期
で
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　

答　
沖
縄
特
有
の
自
然
環

境
、
文
化
、
平
和
学
習
を

体
験
す
る
た
め
。
北き
た

中な
か

城
ぐ
す
く

村そ
ん

の
中
学
生
と
の
交
流
に
よ

り
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
見

つ
め
直
す
機
会
に
し
た
い
。

７
月
29
日
～
31
日
。
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
対
策
は
今
後
の
状

況
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

＊
北き
た
な
か
ぐ
す
く
そ
ん

中
城
村
…
特
産
品

は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
、
ち
ん
す
こ

う
な
ど
。

大
和
田
議
員　

問　
分
団
運
営
費
で
ポ
ン

プ
操
法
に
出
場
す
る
分
団
は

ど
こ
か
。
そ
の
支
援
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

住
民
課
長　

答　
四
辻
分
団
が
出
場
。

分
団
運
営
費
に
ポ
ン
プ
操
法

分
を
上
乗
せ
し
て
支
援
す

る
。

大
和
田
議
員

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運

転
業
務
委
託
料
は
夏
と
冬
で

道
路
環
境
が
変
わ
る
が
、
実

際
に
視
察
し
た
の
か
。

教
育
課
長

答　
11
月
に
試
走
し
て
い

る
が
冬
場
は
実
施
し
て
い
な

い
。
運
行
コ
ー
ス
を
４
月
に

再
確
認
し
た
い
。

大
和
田
議
員

問　
教
員
住
宅
及
び
校
長

住
宅
の
今
後
の
管
理
と
利
用

は
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
課
長

答　
管
理
は
教
育
委
員
会
。

活
用
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
幅
広
い
活
用
を
し
た

い
。

川
辺
沖
駅
の

　
駐
車
場
を
整
備

三
瓶
議
員　
　

問　
川
辺
沖
駅
駐
車
場

工
事
請
負
費
。
村
の
区
分
の

明
示
を
お
願
い
し
た
い
。

住
民
課
長

答　
地
権
者
と
相
談
し
た

結
果
、
砂
利
敷
き
に
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
隣
に
個
人
が

使
用
す
る
駐
車
場
が
あ
る
の

で
、
村
整
備
分
と
は
区
分
す

る
こ
と
と
す
る
。

小
針
議
員

問　
観
光
交
流
施
設
用
備

品
と
は
何
か
。

総
務
課
長

答　
旧
四
辻
分
校
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
備
品
購

入
。

世界遺産「中城城跡」（北中城村ＨＰより）

村で整備する川辺沖駅駐車場

産
業
振
興
課
長

答　
全
量
検
査
分
で
計
上

し
て
い
る
が
、
抽
出
検
査
分

の
支
出
と
な
る
た
め
補
正
等

で
減
額
す
る
。

塩
澤
議
員

問　
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
委
託
料
の
具
体

的
な
事
業
の
中
身
は
。

地
域
整
備
課
長

答　
委
託
料
は
、
中-

16

号
線
、
中-

17
号
線
の
測
量

調
査
設
計
を
考
え
て
い
る
。

工
事
費
は
村
道
Ⅰ-

１
号
線

の
舗
装
補
修
、
山
小-

２
号

線
の
道
路
改
良
、
灯
明
橋
、

吉-

10
号
線
、
中-

16
号
線

の
工
事
計
画
。

中
学
生
国
内
研
修

は
北
海
道
か
ら
沖

縄
へ

大
和
田
議
員

問　
中
学
生
国
内
研
修
委

託
料
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
に

変
更
に
な
っ
た
理
由
は
。
実

施
時
期
は
い
つ
か
。
こ
の
よ
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南須釜念仏踊り（国の無形民族文化財）

通報システム

小
針
議
員

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金
の
場
所
と
内
容

は
。

総
務
課
長

答　
岩
法
寺
区
か
ら
申
請

が
あ
が
っ
て
い
る
集
会
施
設

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
エ
ア
コ
ン
の
整

備
。
南
須
釜
か
ら
の
念
仏
踊

り
に
係
る
備
品
。

車
田
議
員

問　
観
光
交
流
施
設
用
備

品
の
詳
し
い
内
容
は
。

総
務
課
長

答　
ス
ク
リ
ー
ン
、
放
送

機
械
類
、
冷
温
庫
、
テ
ー
ブ

ル
、
い
す
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
。

石
井
議
員

問　
緊
急
通
報
体
制
整
備

事
業
委
託
料
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長

答　
一
人
暮
ら
し
の
安
否

確
認
の
事
業
。

　川俣副村長が３月31日で退職のため、
新たに須釜泰一氏（前福島県観光物産交流
協会常務理事兼事務局長）が全会一致で同
意された。

　３月31日で任期満了となる鈴木文雄
教育長の再任について、全会一致で同
意された。

副村長の選任に同意教育長の任命に同意

須
す が ま

釜  泰
やすいち

一 氏鈴
す ず き

木  文
ふ み お

雄 氏
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玉川村議会 ３月定例会
審議議案と各議員の賛否　　○は賛成、×は反対、提は提出者、欠は欠席　須藤議長は採決に加わらないため空欄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で賛成の場合は個別の賛否は省略します。

議案番号 議　案　名 採
決

小

針

石

井

車

田

渡

邊

塩

澤

小

林

飯

島

田

子

西

川

三

瓶

大
和
田

須

藤

議案第１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画 可決 ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第２号 専決処分の承認を求めること（令和元年度玉川村一般
会計補正予算（第６号）専決第１号） 可決 Ｐ5・6に掲載

議案第３号 玉川村消防団消防屯所設置条例の一部改正 可決 玉川村消防団蒜生分団消防屯所が完成したことから、設置条例に追加するもの。

議案第４号 玉川村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 可決 住民基本台帳法施行令等の改正に伴う一部改正。

議案第５号 玉川村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決

国で定める特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準の改
正に伴う一部改正。

議案第６号 玉川村体育施設条例の一部改正 可決 玉川村民体育館を村体育施設としての用途を廃止するため、条例の一部改正。
議案第７号 令和元年度玉川村一般会計補正予算（第７号） 可決 Ｐ5・6に掲載

議案第８号 令和元年度玉川村国民健康保険特別会計補正予算（第
２号） 可決

交付金および繰入金等の確定によるもの。
27 万５千円を追加し、予算総額を７億
7769 万２千円とする。

議案第９号 令和元年度玉川村介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決
交付金及び国県の支出金の確定に伴う補
正。89 万４千円減額し、予算総額を６億
4313 万１千円とするもの。

議案第10号 令和元年度玉川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号） 可決

広域連合納付金の確定に伴う補正。17
万２千円減額し、予算総額を 5757 万６千
円とするもの。

議案第11号 令和元年度玉川村農業集落排水事業特別会計補正予算
（第４号） 可決 Ｐ 6に掲載

議案第12号 令和元年度玉川村上水道事業会計補正予算（第３号） 可決

事業費の確定に伴う補正。収益的収支は
106 万５千円増加し、２億 1308 万２千円
とするもの。また、資本的収入は、補償
金を 4100 万円減額し、資本的支出は企業
債償還金を１億 4864 万１千円増額する。

議案第13号 令和２年度玉川村一般会計予算 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 令和２年度玉川村国民健康保険特別会計予算 可決
予算総額は、７億 4103 万６千円。主なもの
で歳入は、国民健康保険税１億 6889 万４千
円。歳出は、保険給付費５億 3314 万７千円。

議案第15号 令和２年度玉川村介護保険特別会計予算 可決

予算総額は６億 5364 万６千円。主なもの
で歳入は介護保険料で１億 2339 万５千
円。歳出は、保険給付費で５億 9581
万４千円。

議案第16号 令和２年度玉川村後期高齢者医療特別会計予算 可決
予算総額は 6206 万３千円。主なもので歳
入は保険料で 4351 万円。歳出は、後期高
齢者医療広域連合納付金で5902万８千円。

議案第17号 令和２年度玉川村農業集落排水事業特別会計予算 可決 玉川地区（蒜生・小高・中）の管路工事等
を計画し、予算総額は５億9559万７千円。

議案第18号 令和２年度玉川村上水道事業会計予算 可決
給水戸数は1840戸、一日平均給水量は
1860立方メートルと見込み、収益的収支
はそれぞれ２億2262万５千円。

議案第19号 平成２７年度玉川村上水道事業会計予算の修正 可決
平成27年３月議決の議案第28号上水道事
業会計予算に、地方債に関する事項を追
加、修正するもの。

議案第20号 玉川村副村長の選任の同意 同意 Ｐ9に掲載

議案第21号 玉川村教育委員会教育長の任命の同意 同意 Ｐ9に掲載

※読みやすくするため、議案名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　３月定例会の傍聴人数８人（令和２年累計傍聴人数11人）
　　　第１回臨時会の傍聴人数３人
次回の定例会６月中旬を予定
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村政 ここがききたい
村の答えは？

一
般
質
問

問　
最
近
火
災
で
１
１
９

番
通
報
か
ら
消
防
車
が
火
災

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
う

が
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
防
災

行
政
無
線
放
送
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　
ま
ず
火
災
か
救
急
か

の
確
認
を
行
い
、
住
所
、
世

帯
主
、
近
く
の
目
標
物
の
確

認
を
し
、逃
げ
遅
れ
や
け
が
、

初
期
消
火
の
有
無
、
最
後
に

通
報
者
の
氏
名
、
連
絡
先
の

聞
き
取
り
を
行
う
。

　

火
災
が
発
生
し
、
１
１
９

番
通
報
さ
れ
て
か
ら
放
送
さ

れ
る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

は
、
須
賀
川
広
域
消
防
本
部

に
よ
り
直
接
流
れ
る
。
１
１

９
番
さ
れ
る
と
本
部
の
通
信

指
令
が
受
信
し
、
確
認
さ

れ
、
本
村
の
消
防
団
が
確
実

に
現
場
に
到
着
で
き
る
情
報

を
確
認
し
た
時
点
で
放
送
さ

れ
る
。
火
災
通
報
を
受
信
し

た
際
に
は
、
各
種
業
務
が
複

数
人
に
よ
り
同
時
進
行
で
行

わ
れ
、
迅
速
か
つ
確
実
な
対

応
が
な
さ
れ
、
一
刻
も
早
く

現
場
に
到
着
し
、
消
火
活
動

が
で
き
る
よ
う
日
々
訓
練
に

励
ん
で
い
る
。

Ｑ火災があった際の防災行政
無線放送は

Ａ放送は、須賀川地方広域消
防本部が流す

一般質問：議員が村長などの執行機関に対し、行政全般にわたる施策
の状況や方針などについて、説明、報告を求めること。

飯
いいじま

島三
さぶろう

郎 議員

万全の態勢で出動する消防車

通告者 質　　問　　事　　項

飯　島　三　郎 １．火災があった際の防災行政無線について

小　針　竹千代
１．台風 19 号について
２．コミュニティバス利用について
３．中学校統合に向けて

通告者 質　　問　　事　　項

石　井　清　勝　
１．台風災害の対応について
２．キッチンカーの活用について

塩　澤　重　男
１．賑わい創出について
２．災害復旧進捗状況について

４人の議員が村政を問う

■通報までの流れ
119番通報

広報無線放送

【確認内容】
　火災か、救急か。
　通報者の指名、住所等

須賀川広域消防本部
通信指令係で通報内容の確認を行う
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問　
玉
川
中
学
校
が
開
校
に

な
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
契
約

会
社
及
び
そ
の
契
約
金
額
は
。

答　
契
約
会
社
は
、
有
限
会

社
野
本
観
光
バ
ス
に
委
託
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

見
積
金
額
、
２
７
０
６
万
円

を
令
和
２
年
度
の
予
算
に
計
上

し
た
。

問　
昨
年
６
月
議
会
で
の
説

明
で
は
、
朝
１
便
、
帰
り
１
便

か
２
便
と
説
明
を
受
け
た
が
何

便
か
。

答　
朝
１
便
と
、
帰
り
１
便
と

２
便
で
見
積
も
り
を
取
っ
た
。

問　
バ
ス
会
社
に
支
払
う
金

額
２
７
０
６
万
円
。
こ
の
金
額

を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
普
通

免
許
で
も
運
転
で
き
る
ワ
ゴ
ン

車
を
何
台
か
購
入
し
て
、
朝
晩

は
生
徒
の
送
迎
、
日
中
は
交
通

弱
者
の
た
め
に
使
う
。
運
転
手

も
一
日
雇
用
で
き
、
雇
用
、
福

祉
の
面
で
も
い
い
と
思
う
が
、

２
、
３
年
後
を
目
途
に
、
研
究

検
討
委
員
会
の
設
置
の
考
え
は

な
い
か
。

答　
将
来
、
検
討
の
必
要
は

あ
る
。

建
支
援
金
に
充
て
る
。

問　
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
用
施

設
、
稲
わ
ら
撤
去
、
農
業
用
資

材
等
の
個
人
負
担
割
合
と
、
金

額
の
支
給
は
。

答　
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
多
く

あ
る
が
ハ
ウ
ス
等
が
高
く
10
％

で
、
補
助
金
は
２
月
に
県
に
提

出
し
た
が
、
４
月
に
は
支
払
い

が
出
来
る
よ
う
に
進
め
て
い

る
。

問　
農
地
、
水
路
、
農
道
な

ど
の
農
業
用
施
設
は
、
災
害
査

定
が
完
了
し
た
も
の
か
ら
工
事

を
発
注
す
る
と
の
こ
と
だ
が
間

に
合
う
の
か
。
ま
た
、
土
砂
撤

去
の
個
人
負
担
割
合
は
。

答　
国
の
決
定
が
さ
れ
な
い

と
発
注
で
き
な
い
。
い
ま
の
と

こ
ろ
決
定
を
も
ら
え
て
い
な

い
。
土
砂
撤
去
の
個
人
負
担
割

合
は
３
％
だ
が
一
律
で
は
な

い
。

問　
矢
吹
町
で
は
全
額
、
町

負
担
で
や
る
と
い
っ
て
い
る

が
、
玉
川
村
で
は
災
害
見
舞
金

を
充
当
し
て
出
来
な
い
の
か
。

答　
国
、
県
の
指
導
で
行
っ

て
い
る
。

か
。

答　
受
付
け
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
順
次
支
払
い
を
し
て
い

る
。
生
活
再
建
支
援
金
は
、
現

在
も
受
け
付
け
中
で
審
査
、
決

定
し
支
払
う
。

問　
12
月
４
日
現
在
の
災
害

義
援
金
、災
害
支
援
寄
付
金（
ふ

る
さ
と
納
税
）
１
１
６
５
万
６

９
６
８
円
。
現
在
の
金
額
と
そ

の
用
途
は
。

答　
２
月
14
日
現
在
災
害
義

援
金
４
３
７
万
８
３
９
５
円
、

災
害
支
援
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
１
５
６
９
万
４
７
２
１

円
で
、
全
額
村
独
自
の
生
活
再

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
目
的
と
、
利
用
範
囲
は
。

答　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

事
業
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。
村
内
を
中
心
に
利

用
す
る
。

越水による被害

新しく導入されたコミュニティバス

問　
台
風
19
号
の
復
旧
復
興

に
向
け
て
、
現
在
ま
で
の
対
応

及
び
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

答　
各
見
舞
金
、
支
援
金
の

支
給
。
各
税
金
の
軽
減
や
、
農

業
用
施
設
の
再
建
。
稲
わ
ら
撤

去
、早
期
の
営
農
再
開
の
支
援
。

田
畑
等
農
地
、
農
道
や
水
路
な

ど
の
農
業
用
施
設
の
一
日
も
早

い
復
旧
を
め
ざ
す
。

問　
各
見
舞
金
、
支
援
金
の

支
給
は
既
に
支
給
さ
れ
た
の

Ｑ台風被害の個
人負担は

Ａ被害を受けた
物により違う

Ｑコミュニ
ティバスは

Ａ高齢者対象
事業に

Ｑ玉川中の
スクール

　バスは
Ａ野本観光に

小
こ ば り

針竹
たけ

千
ち よ

代 議員

一
般
質
問



（13） 令和２年４月16日議 会 だ よ り

て
出
席
し
た
。

問　
本
部
長
が
不
在
の
た

め
、
対
応
へ
の
遅
れ
等
の
支

障
が
な
か
っ
た
か
。

答　
副
本
部
長
が
指
示
し

て
い
る
。

問　
こ
の
災
害
時
の
出
席

に
つ
い
て
村
民
に
何
か
一
言

あ
る
か
。

答　
協
議
会
の
会
長
と
し

て
出
席
し
ま
し
た
。

さるなし・こくわサミット（岩手県軽米で開催）

答　
創
業
支
援
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
な
が
ら
、
今
後
村

内
で
の
認
知
度
向
上
や
販
路

拡
大
を
図
る
。

問　
村
内
の
創
業
者
が
い

る
か
伺
う
。

答　
最
初
は
い
た
が
今
は

い
な
い
。

問　
本
年
度
予
算
案
に
９

９
０
万
円
計
上
し
た
が
、
あ

と
２
年
で
ど
の
よ
う
な
成
果

が
あ
る
か
伺
う
。

答　
前
に
、
発
言
し
た
村

内
資
材
認
知
度
向
上
を
図
り

村
内
で
創
業
が
出
来
る
よ
う

に
図
る
。

問　

現
在
の
１
ヶ
月
の

リ
ー
ス
代
は
い
く
ら
か
伺

う
。

答　
１
ヶ
月
５
千
円
で

リ
ー
ス
し
て
い
る
。

問　
玉
川
村
で
の
営
業
が

出
来
な
い
か
伺
う
。

答　
本
年
度
に
村
内
で
営

業
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問　
現
在
の
使
用
状
況
を

伺
う
。

答　
現
在
は
、
バ
ー
ガ
ー

１
台
、２
台
目
ロ
ー
フ
ー
ド
、

３
台
目
は
休
業
中
で
新
た
な

創
業
者
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

問　

現
在
ま
で
成
果
が

あ
っ
た
か
伺
う
。

答　
本
村
食
材
を
利
用
し

た
商
品
や
加
工
施
設
を
利
用

し
て
い
る
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
か
伺
う
。

問　
全
国
さ
る
な
し
こ
く

わ
サ
ミ
ッ
ト
へ
は
、
何
人
が

参
加
し
た
の
か
。

答　
本
村
か
ら
13
名
で
参

加
し
て
い
る
。

問　
こ
の
災
害
の
時
に
参

加
し
た
理
由
に
つ
い
て
。

答　
協
議
会
の
会
長
と
し

Ｑ災害対策は
Ａ災害対応調整して

出席

Ｑキッチンカーの活用は
Ａ現在２台が事業継続し

ている

販路拡大が望まれるキッチンカー

一
般
質
問

石
い し い

井清
きよかつ

勝 議員
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一
般
質
問

は
。

答　
不
便
を
き
た
さ
な
い

よ
う
対
策
を
講
じ
る
。

問　
子
ど
も
や
若
い
人
の
減

少
で
、
祭
り
の
維
持
や
念
仏

踊
り
の
継
続
も
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
存
続
・
継
続
に
向

け
た
支
援
策
は
。

答　
若
者
の
移
住
を
促
進

す
る
。
存
続
に
は
各
種
事
業

に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

　

台
風
19
号
の
大
雨
で
、
村

内
全
域
に
被
害
が
発
生
し

た
。
東
部
地
区
の
村
道
や
水

路
、
の
り
面
等
の
復
旧
の
取

り
組
み
は
。

　

東
部
地
区
が
須
釜
中
学
校

の
閉
校
や
、
Ｊ
Ａ
夢
み
な
み

須
釜
店
の
閉
鎖
が
決
定
し
、

地
区
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ

る
。

問　
東
部
地
区
の
人
口
増
と

地
域
の
活
性
化
の
施
策
は
。

答　
「
交
流
人
口
と
関
係
人

口
」
の
拡
大
を
図
る
。

問　
須
釜
中
跡
地
を
活
用
し

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

の
声
が
多
い
。「
サ
ウ
ン
デ
ィ

Ｑ賑わい創出は
Ａ旧四辻分校の

活用で

Ｑ災害復旧は
Ａ危険個所の確認

塩
しおざわ

澤重
し げ お

男 議員
ン
グ
型
市
場
調
査
」
で
の
応

募
状
況
は
。

答　
調
査
に
至
っ
て
い
な

い
。
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
は
行
わ
ず
、
今
ま
で

伺
っ
た
と
こ
ろ
の
声
を
参
考

に
可
能
性
を
調
査
す
る
。

問　
奥
平
地
区
の
商
店
は
将

来
、
寂
し
く
な
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
、
利
用
す
る
高
齢
者

に
不
便
を
き
た
す
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
対
応
策
と
賑

わ
い
創
出
に
つ
い
て
の
考
え

問　
現
在
ま
で
の
復
旧
状
況

は
。

答　
国
の
災
害
査
定
を
受

け
た
。早
期
復
旧
を
進
め
る
。

問　
北
須
釜
桜
窪
地
内
の
村

道
の
土
手
が
崩
れ
、
側
溝
を

埋
め
、
村
道
に
は
み
出
し
て

い
る
。
大
雨
が
降
れ
ば
さ
ら

に
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

復
旧
の
計
画
は
。

答　
工
事
の
内
容
、
負
担

方
法
の
協
議
を
進
め
対
応
す

る
。

問　
原
因
は
台
風
19
号
の
大

雨
に
よ
る
災
害
。
個
人
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
補
助
事
業
は

な
い
の
か
。

答　
な
い
。
な
る
べ
く
負

担
が
伴
わ
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

問　
北
須
釜
字
奥
撫
地
区
の

土
砂
崩
れ
の
対
応
は
。

答　
単
独
災
害
事
業
で
測

量
、
設
計
を
進
め
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
復
旧
に
向

け
て
進
め
る
。

問　
南
須
釜
字
小
半
弓
地
内

の
村
道
の
何
カ
所
か
路
肩
が

崩
落
し
て
危
険
で
あ
る
。
二

次
被
害
の
対
応
は
。

答　
「
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
工
事
」
の
採
択
を
受
け

て
い
る
。
今
後
、
国
の
査
定

を
受
け
て
対
応
す
る
。 桜窪地内の土手崩れ

閉店したＪＡ夢みなみ須釜店



村
内
の
出
来
事

玉一小の卒業式（3月23日）

須釡小の卒業式（3月23日） 小高の三世代交流（おいしいすいとんの団子作り）

上手に跳べるよ。
（縄跳び大会より）

クックの森卒園式・修了式（3月18日）

いつまでも忘れない…（泉中閉校式より 令和2年2月22日）

写
真
で
み
る

（15） 令和２年４月16日議 会 だ よ り
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（16）令和２年４月16日 議 会 だ よ り

　村当局提出議案を各案件とも良識をもって
慎重審議を行い、6500 名の玉川村発展ため
尽力をお願いします。
　３月 22 日執行の村議会議員選挙により議員
は改選となりますが、今後議会運営は是々非々
を貫き、村民ファーストでお願い致します。

　昨年 10 月 12、13 日の台風 19 号により西
部地区の阿武隈川が氾濫し、甚大なる被害を
受けました。13 日朝 118 号線を通りました
が水郡線の水路まで冠水をしていました。私
も自然災害の恐ろしさに恐怖を感じました。
被害を受けた皆様にお見舞いを申し上げます。
行政当局の今後の万全なる対策をお願いしま
す。
　次に玉川村の中学校の統合の件ですが、現
在は少子化が進み、子供達の減少により統合
はやむを得ないことと思います。今後の玉川
中学校の発展を祈ります。玉川村の村政執行
はいかなるものでしょうか。ご検討をお願い
します。

　いつも議会だよりでの質疑に対しての回
答が明確でわかりやすいと思います。ま
た村で何かを購入したり、やろうとするこ
とに対し適切に考えられていると感じまし
た。

　子供を持つ親として、村は子供を育てや
すい環境を作ってくれていると思います。
一方で私たちが住んでいるところは、公共
施設まで少し遠いので大変なこともありま
す。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
委
員
長　

 

小　
針　
竹
千
代

　
副
委
員
長 　
林　
　
　
芳　
子

　
委　
　
員 　
塩　
澤　
重　
男

　
委　
　
員 　
大
和
田　
　
　
宏

　
委　
　
員 　
須　
藤　
安　
昭

　
私
た
ち
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
も
３

名
が
変
わ
り
、
新
議
員
が
２
名
入
り
４
年
間

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
前
回
同
様
、
議
会
だ
よ
り
は
、
わ
か
り
や

す
く
、
見
や
す
い
紙
面
作
り
を
第
一
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
方
的
な
議
会
広
報
で
は
な
く
、

村
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
議
会
は
政
策
の
決
定
と
監
視
の
役
割
が
あ

り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
村
民
の
声
を
村
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
議
場
で
論
議
し
、
村
と
と
も
に

村
発
展
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
村
民
の

皆
様
の
声
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

(

委
員
長

　
小
針
竹
千
代)

◦議会に対して

◦議会に対して

◦村に対して

◦村に対して

石
いし

井
い

　健
けん

一
いち

さん（四辻新田）

鈴
すず

木
き

　茂
しげ

夫
お

さん
　　　（北須釜）

今年も見事な金毘羅桜


